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旅ガール窪咲子さんに聞いてみたい旅の疑問を募集中！

窪 咲子（くぼ さきこ）
1987年生まれ。編集、ライター。出版社を経て、世界一周の

旅に出発。トラベルライターとして仕事をしながら世界中

を旅する。今までに訪れた国は65カ国。地球の歩き方

WEBサイトにて世界各国で出会ったイ

ケメンのストリートスナップを掲載する

『世界イケメンハンター』を執筆。帰国

後は『マツコの知らない世界』や『アイア

ム冒険少年』などメディアにも出演。著

書に『GIRL'S TRAVEL』（ダイヤモンド社）、

『恋する世界一周』（イカロス出版）。

　はじめてのバックパック旅行に胸を躍らせ、あれこれと荷物を

詰め込んで、いざバックパックを背負おうとすると重くて持ちあ

がらない…。私のバックパッカーデビューは苦い思い出とともに

スタートしました。

　LCCなどの格安航空会社には厳しい重量制限があり、バック

パッカーにとって荷物を軽くすることは重要課題。とくに、女性な

ら荷物は10キロ以内に収めることをオススメします。準備の段階

では、「あれもあった方がいい」「きっとこれも必要だろう」と不安

になり、つい荷物を詰め込みがちですが、私は悩んだら、持って

行かないことにしています。というのも、旅に出てみると、思いの

ほかどこでも必要なものが手に入ることに気づきます。電化製品

や日焼け止めは日本で買うのが一番ですが、ヨーロッパを訪れ

たとき、安くてかわいい服の多さに驚き、わざわざ日本から暑い

国で着る服も、防寒具も全てバック

パックに詰め込んできたことを悔や

みました。実際はその土地に行き、

必要になった時に買えばいいので

す。困ったときは古着屋に駆け込み、

アウトドア用品や服を探し、15ユー

ロ（約1750円）ほどで購入したムート

ンブーツを履いて3か月ヨーロッパ

を旅していたこともありました。

日本から持ってくる服は最小

限にして、お土産代わりに旅

先で服を買うのはいかがで

しょうか。

　また、自分の旅スタイル

を理解し、本当に必要なも

のを見極めることが大切です。バックパッカーをはじめたばか

りのころは、「バックパッカー=ハードな冒険が待っている」と思

い込んでいた私。日本で購入したトレッキングシューズを持っ

て、張り切って旅に出たのですが、実際は街歩きがメインで、履

き慣れたスニーカーで歩き回る日々。トレッキングシューズは活

躍する場もなく、日本へ送り返されました。

　旅の回数を重ねるごとに荷物はだいぶ少なくなったものの、

それでも慢性的な肩こりに悩まされた私は、思い切ってバック

パックでの旅をやめ、スーツケースに切り替えました。すると、今

まで億劫だった移動がずいぶんと楽になり、自分の旅に合うの

はスーツケースだったのだと確信。使っていたのは、スーツケー

スにもリュックにもなる2WAYタイプのもので、その日の気分次

第で変えられるのでとても重宝しました。

　このように、旅に必要な物は千差万別なので、ガイドブックの

持ち物リストに頼らず、いま一度、ご自身の旅のプランと向き合っ

てみてください。きっと本当に必要なものがわかるはずです。

　「ハワイ」と聞くと、ビーチやワイキキの街並みをイメージする方が多いかと思いますが、実は自然の宝庫だ

ということをご存知ですか？“ガーデンアイランド”とも称されるカウアイ島には、「太平洋のグランドキャニオン」

とも言われるワイメア・キャニオンが存在します。本家アリゾナのグランドキャニオンにも引けを取らない雄大

なスケールで、何百万年もかけて自然が作り出した大渓谷が真下に広がる風景は圧巻。ワイメア・キャニオンの

トレッキングも人気ですが、滞在日数が短かった私はヘリコプターでカウアイ島をぐるりと一周するツアーに参

加しました。これまでのハワイのイメージが覆されるほどの驚きと感動を味わうことができ、オススメです。

N e w s  o f  t h e  t r i p

詳しくは日本ユースホステル協会 hm@jyh.or.jp まで♪
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旅ニュース最近の

教えて！
あまり体力に自信がないのですが、バックパッカーに憧れています。
荷物を軽く、小さく出来る方法があったら教えてください！

旅のフリーマガジンを発行している、慶應義塾大学公認学生団体S .A . L .。

幅広いフィールドで活動する学生たちが、旅への思いを綴る連載エッセイです。
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人旅をしよう”。大学生最初の元旦。辻堂の海辺から初日の

出を眺めながら、そう決意した。始まったばかりのモラトリア

ムには刺激がまだまだ足りなかった。日本に慣れきってしまった自分

へのスパイスを探しに、僕は日本を飛び出した。

　まもなく僕はUAE（アラブ首長国連邦）の地を踏んだ。中東に行き

たい、その一心で日本から12時間をかけてこの地にやってきた。この

国はオイルマネーの恩恵をうけた豪華な建物や億万長者のイメージ

が強い。でも僕がこの国に来たのはアラブの文化や歴史を感じた

かったからだった。

　UAEを構成する一首長国、シャルージャ。ここはドバイのベッドタウ

ン的な役割を果たす一方で、アラブ人の歴史や文化の保護にも力を

入れる地でもある。ヘリテジエリアと呼ばれる地区には昔ながらの街

並みが今も残る。砂漠の砂のように乾いたクリーム色に塗られた道。

さらに辺り一帯を隙間無く埋めるように、白やクリーム色をした高い

壁の四角い建物が並んでいる。時折現れる方舟形の木製の扉や古風

なガラスの街灯が辺りを彩るが、どの壁にも窓はない。いたって単調

な街並みにも思えた。角を曲がるたびに前に見た景色が連続する。し

かしアラブ人の住空間に迷い込んでしまったようなこの感覚が僕の

胸を高鳴らせる。次第に自分がどこを歩いているのかさえわからなく

なってくる。右も左もわからないまま歩けば、白くそびえる大きなモス

クがたちまち現れ、スークと呼ばれるアラブ式の市場にたどり着く。す

ると、どこからともなく男声の澄み渡った独唱が町中にこだまし始め

る。日本の演歌にも似た味わい深い声に、自分の鳥肌が立つのがわ

かる。

　「これはアザーンだよ。」

　アザーンとは礼拝の始まりを告げる男性の語りのことだ。毎日町の

モスクから町全体に響き渡る。伝統色の白い衣をまとった愛らしい青

年がそう優しく教えてくれた。

　5日ほどの滞在の後、ラス・アル・ハイマというのんびりとした地方

の首長国を訪れる。夏の気温が50℃にもなるこの地域では、日差し

の強い昼間には一旦店を閉め、日が傾くと人々は再び動き始める。こ

の日、僕は夕暮れとともにペルシャ湾を眺めに出かけた。町の中心の

大きな通りを離れると、民家はまばらになって、歩く人の姿も少なくな

る。海辺にも遠くのほうで子どもと戯れる夫婦の他には誰もいなかっ

た。重いリュックとカメラを砂浜におろして水際に足を運ぶ。ドバイで

の喧騒や日本でのせわしない日常とはまるで違っていた。青いまっさ

らな海がただゆっくりと波を返していた。どんなに耳を澄ましてもさざ

波だけが静かに音を立てていた。ふと海に右手を浸して海水を舐め

てみる。”辻堂の海より塩気が強い” そんな気がした。同時に旅の

しょっぱい記憶も込み上げる。舟乗りに騙されて余計にお金を払わさ

れたこと、夜行バスを乗り逃して割高のホテルで延泊をしたこと…。

「失敗して初めて一人前」、そんな先人の言葉を思い出しながら、自

分が確かに旅人になれた気がした。

　誰もがSNSやメールを使って、世界中の人々と手軽に見たもの聞

いたものを共有できるようになった。自分の家の外に出なくても、まる

で旅をしているかのように、世界の美しい光景が見れて、世界の歌や

語りを聞くことができる。全くそれが悪いわけではないと思う。しかし

人間には五感があり、そこには写真や動画では楽しめない感覚があ

る。空腹をくすぐるケバブの香り、笑顔で握る手のぬくもり、ペルシャ

湾の塩味。旅の間だけは、人間が忘れかけた野性をとり戻せる気が

する。だから僕はまた、旅に出たいと思う。

一“

ペルシャ湾の味は、しょっぱかった。
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